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●スイスの博物学者、言語学者であるコンラー
ト・ゲスナー（1516-1565）の代表作『万有書誌』
の問題点を明らかにし、ヨーロッパにおける書
誌学誕生の経緯を実証・解明する研究書。

●ゲスナーが利用した情報源について1点ずつ現物
確認。収録著者名を全て洗い出し、その著作（写
本・印刷本）を徹底調査。書誌記述の独創性や正
確性、分類体系や文献の採録方法・特徴などを
詳細に解説。

●豊富な注、図版、表により初学者が西洋書誌学
を理解するためにも役立ちます。

●「図表一覧」「参考文献一覧」「索引」付き。
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雪嶋 宏一　ゆきしま・こういち

1955 年生。早稲田大学第一文学部卒。同大学図書館司書を経
て、早稲田大学教育・総合科学学術院教授（図書館情報学、
西洋書誌学）。国内所在の西洋 15 世紀印刷本を研究調査し、
さらに 16 世紀印刷本の近代化の過程を研究。2017 年第 19 回
図書館サポートフォーラム賞受賞。
著書に『Incunabula in Japanese Libraries（IJL2）』（Yushodo 
Press，2004）、『スキタイ騎馬遊牧国家の歴史と考古』（雄山閣、
2008 年）、『アルド・マヌーツィオとルネサンス文芸復興』（東
京製本倶楽部，2014 年）など。



『書誌学の誕生―コンラート・ゲスナー『万有書誌」の研究』内容見本


